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activating factorや endogenouspyrogenと別々に呼ばれていたものが IL-1と統ーされたようにであ
る．サイトカインの特徴は， 1 .糖蛋白である， 2. きわめて微量でその作用を発揮する， 3.細













SHIGEKI ARII：・ SurgicalResearch from the View Point of Cytokine, Assistant of 1st Department of Surgery, Facul-
ty of Medicine, Kyoto University. 







に上昇するが，この肝から分離された肝マクロフ 7 ージの IL-1,TNF産生能は5倍異常の允進を示
す 肝マクロファージの活性化は IL2Rや Ia抗原の発現の増加によっても裏付けられたが，この活
性化マクロファージと混合培養した肝細胞のアルフミン合成能は著明に抑制される．そして，肝マ












細胞障害性T細胞を介して移植片に作用する．すなわち， ens+T細胞が MHCクラス I抗原と反
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